
はじめに

本研究会ではAI・ビッグデータを
活用し，識別・取得された情報によ
る判断，その判断を実行処理し，実
行処理された履歴データの分析，分
析による新たな洞察（インサイト）の
学習というAIプロセスの基本ソリ
ューション構築と業務への適用に関
して研究する。活用する主なICTソ
リューションは機械学習（ディープラ
ーニング含む）エンジン，意思決定
エンジン（ルールエンジン），行動を
決定する分析エンジン等となる。

研究の進めかたとしては，メンバ
ー各位の認識共有化，AIプロセスの
基本アーキテクチャーデザイン，す
でに最先端企業で適用されている事
例のスタディ，他分科会の研究テー
マへのソリューション連携・支援，
物流関連サービスの適用ソリューシ
ョン研究，検証・実験について進め
て行く予定である。

ス主体の関係性つくり」へ変容して
いる。このサービス実行に欠かせな
い物流も重要なプロセスの一翼を担
い，ICTをテコにした物流戦略の業
務プロセスが必要となる。

その際，コンピュータの５番目の
役割である，判断（デシジョン）の
ICT化の必要性を認識することが重
要である。

コンピュータの役割は，図表1の
ような役割を担いながら多様化，進
化してきている。大量のデータ取得，
データ分析から識別，予測して意思
決定を自動処理で行うとともに，ア
クションで処理された履歴データの
さらなる分析で洞察（インサイト）を
導き，日々の業務オペレーションを
たゆまぬ改善と最適化でスマートに
していくことが求められている。

効率性と柔軟性

効率性と柔軟性への対応で，たゆ

デジタル化時代のビジネス
変容と対応について

現在のビジネス環境では，デジタ
ル化，場所や時間を問わず可能な通
信環境の整備による変化で，企業の
あり方そのもの，企業による価値創
造のあり方が劇的に変わろうとして
いる。「モノ売り」から，「サービス売
り」へ，「サービス売り」から「サービ
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まぬ改善を実現するAIプロセスの
構築をめざす。手段であるAIプロ
セスが生まれるまでの「基本ソリュ
ーション」（図表2）をデザインし，適
用業務による各技術要素（機械学習，
意思決定マネジメント，ビジネス分析：
シミュレーション，インパクト分析，ヒ

ートマップ分析等々）について理解す
ることに努める。

具体的には取引データや体系化さ
れていないデータを，サービス改善・
イノベーションの目的に合う分析ア
プローチのシナリオ類型を決めて分
析し，行動につながる知見を導出・
生成・学習させ，改善や最適化のた

めのPDCAサイクルを確立し，特定
業務への適用を検証し，「適用アプ
ローチ」を研究する。

必要に応じ，データ分析の専門家
等のサブ研究会も開催しながら進め
て行くことを考えている。すでに，
当研究会向けの「データマイニング
と意思決定マネジメント」のWhite 
Paper，「分析シナリオ類型のチャ
ート」の配布が可能である。

物流イノベーションを
サポート

物流関連サービスの適用事例を学

習し，ICTと分析力を原動力とした
物流事業のイノベーションをサポー
トするAI・ビッグデータ研究部会を
めざす。

収集したデータの全体計測の分析
で，個客経験を実現するための知見
で，リアルタイムなサービスを実行
し，新たな顧客との関係性を可能に
するビジネスモデルのベースとなる
AIプロセスを産み出し，物流業界の
最先端の適用事例の比較学習から，
考えられる経営資源との連携を図る
新たなサービスのあり方と，その実
現アプローチを研究する分科会とし
て運営していきたい。	 MF

（参考：「経営行動」，ハーバード・A・サイモン著，ダイヤモンド社）

意思決定
マネジメント

●申込み承認の判定
●不備の判定
●ルールの遵守
●不正請求等の検知
●故障の診断
●マッチングサービス

ネットワーク
コミュニケーション

専門家レベルの
エキスパート

判断する
強大な頭脳 巨大な記憶装置

膨大な数の
高速な数値処理機

●エンジニアリング
●法律調査
●医療診断

●瞬時なコミュニケーション

図表1 「コンピュータの5番目の役割」である意思決定マネジメント
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図表2 AIプロセスの基本ソリューション
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